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を
理
解
し
て
も
ら
お
う
と
、本
荘

地
域
の
幼
稚
園
４
園
に
野
菜
の

苗
50
本
ほ
ど
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

若
草
幼
稚
園
で
行
わ
れ
た
贈

呈
式
で
は
、な
す
・
ト
マ
ト
・
ミ
ニ

ト
マ
ト
・
ピ
ー
マ
ン
・
ネ
ギ
の
５
種

類
の
苗
が
園
児
た
ち
に
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。畠
山
勝
一
組
合
長
は

「
今
日
渡
し
た
ト
マ
ト
は
夏
の
暑

い
と
き
に
実
を
付
け
ま
す
。自
分

で
育
て
た
野
菜
を
食
べ
て
夏
を
元

気
に
過
ご
し
て
ほ
し
い
」と
話
し

て
い
ま
し
た
。

武
道
館
で
行
わ
れ
、東
北
６
県
か

ら
１
２
０
チ
ー
ム
が
出
場
し
た
中

学
生
男
子
の
部
で
、小
友
唯
心
塾

が
初
の
栄
冠
に
輝
き
ま
し
た
。

　

部
員
た
ち
は
６
月
７
日
に
佐
藤

広
実
代
表
と
共
に
市
役
所
を
訪

れ
、長
谷
部
市
長
に
優
勝
を
報
告

し
ま
し
た
。髙
橋
駿
キ
ャ
プ
テ
ン（

東
中
３
年
）は「
目
標
通
り
優
勝
で

き
ま
し
た
。全
国
大
会
で
は
自
信

を
持
っ
て
上
位
に
食
い
込
み
た
い
」

と
意
気
込
み
ま
し
た
。小
友
唯
心

塾
は
他
の
上
位
５
チ
ー
ム
と
共
に
、

９
月
に
武
道
館（
東
京
都
）で
行
わ

れ
る
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
全
日
本
少
年

柔
道
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん
せ
い
が
５
月
27

日
、園
児
た
ち
に
食
育
の
重
要
性

　

全
国
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
秋
田
県
予
選
が

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、キ
ャ
ロ
ッ

ト
倶
楽
部
が
優
勝
、全
国
大

会
へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

６
月
６
日
、同
ク
ラ
ブ
の

富
樫
春
美
監
督
、加
藤
マ
キ

子
キ
ャ
プ
テ
ン
、藤
田
昭
子

本
荘
由
利
マ
マ
さ
ん
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
連
盟
会
長
が
長
谷
部

市
長
を
訪
れ
、優
勝
の
報
告
を

し
ま
し
た
。

　

富
樫
監
督
は「
規
定
で
、１

度
出
場
し
た
選
手
は
再
度
出

場
で
き
な
い
大
会
。思
い
出
に

残
る
よ
う
一
つ
で
も
多
く
勝
利

を
収
め
た
い
」と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

全
国
大
会
は
８
月
２
日
か
ら
、

さ
い
た
ま
市
で
行
わ
れ
ま
す
。

平成25年度市政方針 … ② ～ ⑤平成25年度市政方針 … ② ～ ⑤

6月5日、西滝沢水辺プラザ河川敷で

由利小1年生37人がアユの稚魚を

放流しました。

26
回
マ
ル
ち
ゃ
ん
杯
東
北
少

年
柔
道
大
会
が
５
月
26
日
、
県
立

元気に育ってね！

http://www.city.yurihonjo.akita.jp　編集・発

☎

ふるさとの清流に抱かれ
大きく育て！

抱抱抱抱抱抱抱か
いだ

24-609024-6237

初
夏
の
1
コマ

初
夏
の
1
コマ

初
夏
の
初
夏夏夏夏
ののののス
ココ
ののののの
11ナコマココママッ

プ5月31日、由利本荘地球温暖化対
策協議会が市内のスーパーや道の
駅など9カ所でゴーヤーの種と育
て方ガイドを配布しました

の
育

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電
し
よ
う

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電
し
よ
う

6月1日、丁岳の山開きで安全祈願
祭が行われました。新緑の自然と
迫力ある鳥海山の眺望をお楽しみ
ください！

山
開
き

山
開
き

6月2日、道の駅岩城で、岩城・湯沢
「海と山の旨いもの自慢」が行わ
れ、訪れた大勢の家族連れが初夏
の一日を楽しみました

6月
祭が
迫力
くだ

沢

夏

みなさんの活躍がまちの元気です！

No

6月15日

o198

さ
ん
バ
レ

ボ
ー
ル
大
会
秋
田
県
予
選

こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
、キ
ャ

ト
倶
楽
部
が
優
勝
、全
国

全
国
マ
マ

ボ

ル
大
会
秋

谷部市長

ち
ゃ
ん
杯
東

年
柔
道
大
会
が
５
月
26
日
、

行
わ
れ
ま
す
。

栄
光26

回
マ
ル
ち

年
柔
道
大
会
が

栄
光

ん
せ
い
が
５

日
、園
児
た
ち
に
食
育
の
重

優
勝
の
報
告

「
規
定
で
、１

手
は
再
度
出

Ｊ
Ａ
秋
田
し
ん

日
、園
児
た
ち
に
食

告
を

荘の。贈ニ種さは暑分元し

5月31日、由利本荘地球温暖化対
策協議会が市内のスーパーや道の

対
の

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電
し
よ

ン

緑
の
カ
ー
テ
ン
で
節
電
し
よ
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山

き

山
開
き

月1日、丁岳の山開きで安全祈願祈願

山
開
き

山
開
き

6月

山
開
き

山
開
き

6月2日 道の駅岩城で 岩城 湯沢沢

頑
張
れ
小
友
唯
心
塾
！
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心心心心心心心心心心心心心心心
塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾塾
！！！！！！！！！！！！

頑
張
れ
小
友
唯
心
塾
！

頑
張
れ
小
友
唯
心
塾
！
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２
期
目
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
平

成
25
年
度
予
算
は
、
当
初
を
骨
格

予
算
と
し
て
編
成
し
た
こ
と
か

ら
、
雇
用･
経
済
対
策
と
防
災
対

策
を
核
に
、
観
光
振
興
、
環
境
保

全
、
子
育
て
環
境
の
整
備
や
市
民

に
身
近
な
道
路
補
修
費
の
追
加
な

ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
念
頭

に
置
き
、
肉
付
け
予
算
を
編
成
し

2平成 25年 6月 15日号　広報ゆりほんじょう

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
決
算
に
つ

い
て
は
、
引
き
続
き
黒
字
を
維
持

す
る
と
と
も
に
、
実
質
公
債
費
比

率
に
つ
い
て
は
、
16
㌫
台
前
半
ま

で
改
善
す
る
も
の
と
見
込
ん
で
お

り
ま
す
。

　

次
に
、
次
期
総
合
計
画
で
あ
り

ま
す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
の
10

年
間
を
計
画
期
間
と
定
め
、
今
年

度
か
ら
策
定
作
業
に
着
手
し
て
ま

い
り
ま
す
。
今
年
度
は
、
現
計
画

の
推
進
期
間
で
あ
る
平
成
26
年
度

ま
で
の
施
策
事
業
に
関
す
る
進
捗

状
況
を
分
析
す
る
ほ
か
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
意
見
や
要

望
な
ど
を
取
り
ま
と
め
る
と
と
も

に
、
有
識
者
を
対
象
と
し
た
ヒ
ア

リ
ン
グ
調
査
も
実
施
し
な
が
ら
、

重
層
的
な
課
題
の
整
理
と
分
析
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
、
国
療
跡
地
利
活

用
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
約
８

カ
月
間
に
わ
た
る
熱
心
な
協
議
を

経
て
、
利
活
用
の
基
本
的
な
考
え

方
が
取
り
ま
と
め
ら
れ
、「
す
べ

て
の
市
民
が
安
全･

安
心･

快
適
に

利
用
で
き
る
複
合
型
交
流
拠
点
の

創
出
」
を
基
本
理
念
に
、
ス
ポ
ー

ツ
機
能
と
防
災
機
能
が
融
合
し
た

多
目
的
ア
リ
ー
ナ
の
必
要
性
が
提

言
さ
れ
て
お
り
、
３
月
27
日
に
国

療
跡
地
利
活
用
基
本
計
画･

報
告

書
と
し
て
答
申
い
た
だ
い
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
踏
ま
え
、
市
議
会･

国

療
跡
地
利
活
用
特
別
委
員
会
に
お

い
て
当
該
基
本
計
画
案
に
係
る
慎

重
な
協
議
と
有
益
な
ご
提
言
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
早
急
に
こ

れ
ら
協
議
内
容
と
、
答
申
内
容
を

十
分
反
映
し
な
が
ら
基
本
計
画
を

策
定
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
太
陽
光
発
電
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
が
、
本
年
度
は

消
防
庁
舎
建
設
事
業
の
中
で
地
中

熱
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
に
よ
る
融
雪
お

よ
び
床
暖
房
設
備
を
、
ま
た
平
成

26
年
度
に
は
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

お
よ
び
リ
チ
ウ
ム
蓄
電
池
を
設
置

し
、
防
災
機
能
の
強
化
に
万
全
を

期
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
に
つ
い
て

も
、
市
有
地
で
あ
り
ま
す
矢
島
高

校
旧
野
球
場
跡
地
、
中
田
代
工
業

団
地
が
県
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
用
地
ガ

イ
ド
に
提
供
可
能
用
地
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
事
業
の
促

進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
風
力
発
電
に
つ
い
て
は
、

現
在
民
間
事
業
者
を
含
め
、
既
に

３
カ
所
・
18
基
の
運
営
が
な
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
、５
カ
所
・

31
基
の
事
業
化
が
見
込
ま
れ
て
お

り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
早
期
に

実
現
で
き
る
よ
う
支
援
し
て
ま
い

り
ま
す
。
ま
た
、
本
市
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
地
元
の
金
融
機

関
・
建
設
業
な
ど
、
企
業
の
力
と

技
の
結
集
に
よ
る
風
力
発
電
事
業

へ
の
地
元
企
業
体
参
入
に
向
け
た

セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
を
支
援
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

小
水
力
発
電
に
つ
き
ま
し
て

は
、
安
定
的
に
流
量
確
保
が
可
能

な
送
水
管
を
利
用
し
た
発
電
事
業

実
施
に
向
け
、
ガ
ス
水
道
局
に
お

い
て
実
施
設
計
に
着
手
す
る
予
定

で
あ
り
、
必
要
な
予
算
を
本
定
例

会
に
提
案
し
て
お
り
ま
す
。

　

木
質
パ
ウ
ダ
ー
ボ
イ
ラ
ー
導
入

に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年
６
月
以

降
、
県･

市･

本
荘
由
利
森
林
組
合

で
導
入
検
討
チ
ー
ム
を
立
ち
上

げ
、
事
業
化
に
向
け
た
検
討
に
加

え
、
木
質
パ
ウ
ダ
ー
実
証
試
験
を

行
い
、
そ
の
結
果
、
燃
焼
状
況
も

良
好
と
の
確
認
を
得
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
実
用
化

に
向
け
て
、
採
算
性
も
含
め
、
さ

ら
に
踏
み
込
ん
だ
分
析
と
検
証
を

行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
長
施
政
方
針　

要
約

１　

財
政
と
次
期
総
合
計
画

２　

国
療
跡
地
利
活
用
事
業

9153万円を追加

３　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

《補正予算の総額》
　一般会計補正総額１６億９,１５３万円
       （補正後金額４６１億６,７８９万円）
《歳入の概要》
○地方交付税の留保分を計上するとともに、地域の元
　気臨時交付金を予算化
　１．地方交付税 260,000 千円
　２．国県支出金 761,417 千円
　３．市　債 175,300 千円

《重点施策と具体的事業》 事業費（千円）
【雇用・経済対策】
○ 既存企業の経営支援を中心とした雇用対
　策の拡充
１．雇用安定特別支援事業 10,000
　国の雇用調整助成金の助成率引き下げ分を
　市が独自に助成。
２．省エネ改修支援事業 10,000
　市内企業の省エネ改修に対し、費用の５分
　の１を助成。限度額１００万円。
３．農業・６次産業化雇用支援事業 12,000
　農業法人などが離職者を採用する場合、
　１人あたり年間１２０万円を助成。
○ 「やる気のある農業者」の育成と「売れる
　コメ」生産支援
１．アグリビジネス研修支援事業 2,030
　農業の担い手が自ら計画する研修費に、最
　大２０万円を助成。
２．不作付地解消支援事業 5,000
　不作付地の整備に、１０㌃当たり最大５万
　円を助成。
３．由利本荘米ブランド支援事業 14,375
　由利本荘米の特Ａランクをめざし、土壌改
　良材散布、オリジナルパッケージ制作支援。
○ 地域の元気臨時交付金を活用した公共投資
１．公共施設Ｗｉ-Ｆｉスポット整備事業 4,809
２．福祉施設整備事業 33,303
　 岩谷保育園大規模改修、上川大内保育園大
　規模改修
３．衛生施設整備事業 90,809
　ウェーブ岩城空調設備改修、新山野墓園拡
　張、由利斎場空調設備整備など
４．労働施設整備事業 8,080
　矢島勤労青少年ホーム冷暖房設備改修
５．農林漁業施設整備事業 39,376
　大内家畜糞尿処理施設改修、東由利家畜糞
　尿処理施設改修、松ヶ崎漁港防波堤補修
６．観光施設整備事業 9,965
　鶴舞温泉源泉設備整備
７．市道等土木施設整備事業 115,400
　道路補修等各地域１３路線、急傾斜地崩壊
　対策事業２カ所、県単局所防災事業１カ所、
　新鶴潟公園園路整備
８．消防・防災施設整備事業 3,600
　消防団ポンプ積載車購入
９．学校教育施設整備事業 16,610
　小中学校トイレ洋式化改修
１０．社会教育・保健体育施設整備事業 103,544
　シーガル冷暖房設備改修、日新館設備改
　修、由利ＢＧ膜体更新など

■平成25年度施政方針

　本年第２回市議会定例会が、５月15日から　　　　   ６月12日まで開かれ、平成25年度の重点施策を盛り込
んだ「肉付け予算」が提案され、新たな政策的　　　　　経費や新規事業についての予算案が可決されました。
本年第２回市議会定例会が ５月15日から

政策予算16億

小水力発電（西目土地改良区）

本間達雄国療跡地利活用検討委員会委員長から答申書を受ける長谷部市長
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地
域
企
業
は
、
地
域
の
新
産
業

創
造
を
実
現
す
る
原
動
力
で
あ

り
、「
市
工
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」

な
ら
び
に
「
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
に
示
し
た
、
も
の
づ
く

り
人
材
育
成
の
実
践
、
技
術
経
営

力
強
化
、
企
業
間
連
携
の
実
践
、

企
業
立
地
の
推
進
、
そ
し
て
産
学

官
連
携
の
実
践
と
強
化
に
向
け
た

施
策
事
業
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
県
の

基
金
を
活
用
し
た
緊
急
雇
用
創
出

事
業
に
よ
り
今
年
度
20
事
業
を
実

施
し
、
68
名
が
雇
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
市

独
自
に
農
業
６
次
産
業
化
で
の
雇

用
支
援
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
振
興
に
つ
い
て
で

あ
り
ま
す
が
、
今
年
度
新
た
に
、

由
利
高
原
鉄
道
矢
島
駅
か
ら
鳥
海

山
麓
へ
の
２
次
ア
ク
セ
ス
や
、
市

内
宿
泊
施
設
の
誘
客
支
援
と
し

て
、
秋
田
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン

･

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
の
宿
泊

促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど
、
滞
在

型
観
光
の
推
進
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
桑

ノ
木
台
湿
原
は
、
多
く
の
皆
さ
ま

に
訪
れ
て
い
た
だ
き
大
変
好
評
を

得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
年
も
引
き
続
き
自
然
保
護
に
配

慮
し
つ
つ
、
本
市
を
代
表
す
る
観
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光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
の
運
行
を
実
施
い
た
し
ま

す
。

　

防
災
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、

災
害
時
の
避
難
の
安
全
性
を
確
保

す
る
た
め
津
波
に
対
す
る
避
難
路

の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
夜
間

お
よ
び
停
電
時
を
想
定
し
た
ソ
ー

ラ
ー
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
灯
を
、
各
地
域

の
避
難
場
所
に
２
カ
年
に
わ
た
っ

て
設
置
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
組
織
へ
の
活

動
支
援
と
し
て
、
全
組
織
へ
防
災

訓
練
用
資
機
材
を
配
布
す
る
ほ

か
、
活
動
へ
の
助
成
や
防
災
リ
ー

ダ
ー
・
防
災
士
の
養
成
な
ど
を
行

い
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を
図
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
東
日
本
大
震
災
を
踏

ま
え
た
国･

県
の
防
災
対
策
指
針

な
ど
の
改
正
を
受
け
て
、
平
成
26

年
度
を
目
途
に
本
市
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
に
着
手
い
た
し
ま

す
。

　

今
年
度
は
職
員
な
ど
の
災
害
時

の
応
急
活
動
を
示
し
た
「
災
害
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
す
る
な

ど
、
災
害
時
の
迅
速･

的
確
な
防

災
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、

関
係
各
機
関
と
の
連
携
強
化
に
努

め
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
消
防
庁
舎
の
建
設
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
26
年

度
竣
工
に
向
け
て
、
工
事
に
着
手

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

国
で
は
、
日
本
経
済
再
生
に
向

け
て
、「
復
興
・
防
災
対
策
」、「
成

長
に
よ
る
富
の
創
出
」、「
暮
ら
し

の
安
心
・
地
域
活
性
化
」
の
３
分

野
を
重
点
化
す
る
と
の
方
針
を
打

ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
民
生
活
の

安
全
安
心
の
確
保
を
図
る
た
め
、

老
朽
化
し
た
既
存
施
設
の
長
寿
命

化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
、
必
要

に
応
じ
て
順
次
整
備
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。
事
業
推
進
に
あ
っ
て

は
、
社
会
資
本
整
備
交
付
金
や
地

域
の
元
気
臨
時
交
付
金
を
活
用
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
、
平
成
25
年
度
の
市
政
運

７　

社
会
資
本
整
備

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

「
知･

徳･

体
」
を
基
本
に
、
ふ
る

さ
と･

キ
ャ
リ
ア
教
育
、
理
数
教

育
、
言
語
教
育
の
充
実
と
、「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ･

ス
ク
ー
ル
」
の
指

定
を
推
進
し
、
地
域･

学
校･

家
庭

が
一
層
連
携
し
て
、
児
童
生
徒
の

学
習
意
欲
を
高
め
る
環
境
づ
く
り

と
、
高
い
志
を
も
っ
て
学
力
の
向

上
な
ど
に
取
り
組
め
る
教
育
活
動

を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
・
社
会
教
育
の
推
進

に
つ
き
ま
し
て
は
、
各
種
講
座
・

教
室
の
充
実
や
、
環
境
、
防
災
な

ど
、
市
民
生
活
に
対
応
し
た
、
社

会
教
育
の
推
進
を
図
る
と
と
も

に
、
学
習
環
境
・
社
会
教
育
施
設

な
ど
の
整
備
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
26
年
10
月
に
は
本

県
に
お
い
て
初
め
て
開
催
さ
れ
る

国
民
文
化
祭
に
向
け
、
主
催
事
業

す
べ
て
に
お
い
て
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
、
本
市
の
魅
力
あ
る
文

化
を
全
国
へ
発
信
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
将

来
の
担
い
手
で
あ
る
子
ど
も
た
ち

が
健
や
か
に
育
つ
よ
う
、
本
荘
公

園
や
街
区
公
園
に
遊
具
を
設
置
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「（
仮
称
）
子
ど
も
・

子
育
て
会
議
」
を
立
ち
上
げ
、
子

育
て
支
援
に
関
わ
る
方
々
に
ご
参

加
い
た
だ
き
な
が
ら
、
ニ
ー
ズ
に

添
っ
た
事
業
計
画
の
策
定
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

営
に
つ
い
て
、
７
項
目
に
わ
た
っ

て
の
方
針
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
す
で
に
３
月
定
例

会
で
ご
説
明
し
た
事
業
と
、
今
回

肉
付
け
予
算
と
し
て
提
案
し
て
お

り
ま
す
事
業
を
着
実
に
実
施
し
、

「
安
全
で
安
心
な
暮
ら
し
の
で
き

る
由
利
本
荘
市
」、「
み
ん
な
の
笑

顔
が
輝
き
、
活
力
あ
る
由
利
本
荘

市
」
の
創
造
に
、
全
力
を
傾
注
し

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

議
員
各
位
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。　

４　

産
業
振
興
と
雇
用
確
保

５　

消
防
・
防
災

６　

教
育
・
文
化
・
子
育
て
支
援

《重点施策と具体的事業》 事業費（千円）
【防災対策】
○ ハード面での緊急整備
１．避難路整備（３カ所） 24,897
　神沢配水池（本荘）、旧道川中グラウンド
　（岩城）、御月森グラウンド（西目）の各
　路避難にソーラーＬＥＤ照明を設置。
２．避難施設耐震化（石沢、石脇、由利体育 148,450
　館） 
３．避難所への屋外 LED照明灯設置 64,800
　２５年度５４基、２６年度４３基を計画。
４．耐震性貯水槽の増設 32,499
○ ソフト面での支援強化
１．防災リーダーの育成（防災士養成） 2,074
　自主防災組織から防災士を養成。
２．自主防災組織への支援強化と啓発活動 8,900
　自主防災組織へ訓練用資機材を無償支給。
　自主防災組織の機材購入費、訓練費用、啓
　発費用を助成。

【観光振興】
○ 地域経済活性化を図る観光 PRの推進
１．韓国ドラマ関連誘客促進事業 2,877
　「アイリス２」ロケ地として市をＰＲ
２．観光誘客促進事業（トップセールスなど） 2,370
　東アジアへ観光トップセールスを展開。
３．西目パーキングエリア活用事業 7,957
　日沿道西目ＰＡに無料休憩所を設置。
○ スポーツツーリズムへの取り組み
１．スポーツツーリズム推進助成事業 2,000
　市内開催のスポーツ大会や合宿の誘致を
　図る。１泊千円を宿泊施設に助成。

【環境保全と住みよいまちづくり】
○ 環境負荷軽減を図る街路灯全市 LED化へ
　の取り組みと浄化槽設置補助金の拡充
１．街路灯全市 LED化事業 50,000
　街路灯約９千基を５年間でＬＥＤ化。
　今年度は調査設計と７３０基をＬＥＤ化。
２．浄化槽設置補助金単独かさ上げ事業 2,600
　下水道等計画区域外地域での合併浄化槽
　設置に市が単独かさ上げ補助。
○ 子育て支援と環境整備
１．ロタウイルスワクチン接種助成 1,600
２．遊具整備 15,033
　市内公園等に遊具を整備。

【教育環境の向上】
○ 地域素材を活用した科学教育研究事業
１．リアルサイエンス（体験型科学教育研究） 1,400
　事業
　由利本荘市にある素材（組子細工、ごてん
　まりなど）を用いた教材開発や、理科教員
　の研修会、児童生徒への出前授業を実施。
○ 遠距離通学児童の交通確保
１．岩城小学校スクールバス導入事業 89,140
　スクールバス５台、車庫３棟。

【財政の健全化】
○ 将来負担の軽減と財政リスクの回避
１．子吉川遺跡公園用地取得 127,000
２．桃野県営畑地総合土地改良事業費償還繰 83,602
　上償還補助

■平成25年度施政方針

（鳥海山写真コンテスト入賞作品）
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第
４
回
鳥
海
高
原
菜
の
花
ま
つ

り
（
同
実
行
委
員
会
主
催
）
が
６

月
１
日
・
２
日
、
矢
島
町
桃
野
地

区
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
ま
つ
り
初
日

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
関
係
者
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

菜
の
花
が
満
開
の
会
場
で
は
、

県
立
大
生
、
由
利
本
荘
・
に
か
ほ

地
域
の
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
「
菜
の
花
摘
み
取
り
」
や
「
手

作
り
し
お
り
工
作
教
室
」、「
ナ
タ

ネ
搾
油
体
験
・
Ｂ
Ｄ
Ｆ
製
造
実
演
」

な
ど
が
行
わ

れ
、
来
場
者
を

楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
の
日
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で

参
加
し
た
県
立

大
3
年
の
上
田

美
幸
さ
ん
は

「
イ
ベ
ン
ト
に

は
今
年
で
３
回

目
の
参
加
で

す
。
菜
の
花
ま

つ
り
は
毎
年
参

加
す
る
た
び
、

ま
た
関
わ
り
た

い
と
思
え
る
ま

つ
り
。
来
年
は

就
職
活
動
も
あ

る
が
ぜ
ひ
ま
た

参
加
し
て
み
た

い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し

た
。

　

子
ど
も
た
ち
に
本

の
お
も
し
ろ
さ
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と

講
談
社
が
実
施
し
て

い
る
「
本
と
あ
そ
ぼ

う　

全
国
訪
問
お
は

な
し
隊
」。

　

６
月
２
日
、
キ
ャ

ラ
バ
ン
カ
ー
が
本
市

を
訪
れ
、
児
童
書
の

閲
覧
と
本
の
読
み
聞

か
せ
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

５
０
０
冊
以
上
の

児
童
書
を
備
え
た

キ
ャ
ラ
バ
ン
カ
ー
は

カ
ダ
ー
レ
ポ
ケ
ッ
ト

パ
ー
ク
に
設
置
さ
れ
、

　

本
荘
地
域
の
荒
町
地
区
河
川
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
お
よ
び
周
辺
河

川
敷
で
６
月
２
日
、
市
水
防
訓
練

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
合
し
た
１
１
３
人
の
消
防
団

員
は
同
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
国
土
交

通
省
子
吉
川
出
張
所
三
浦
所
長
か

ら
講
議
を
受
け
た
後
、
由
利
支
団

を
講
師
に
シ
ー
ト
張
り
工
、
木
流

し
工
な
ど
の
実
践
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。

　

実
践
訓
練
で
は
、
額
に
汗
を
流

し
な
が
ら
一
致
協
力
し
て
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

出
水
期
に
備
え
消
防
団
員
が「
水
防
訓
練
」を
実
施

青
空
の
下
に
臨
時
の
読
書
ス
ペ
ー

ス
が
開
設
。
多
く
の
親
子
連
れ
が

自
由
に
本
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

み
な
み
ち
ゃ
ん
（
６
歳
）・
良

香
ち
ゃ
ん
（
４
歳
）
と
共
に
訪
れ

た
吉
田
卓
也
さ
ん
（
給
人
町
）
は
、

「
図
書
館
は
よ
く
利
用
し
て
い
る
。

本
を
外
で
読
む
こ
と
は
少
な
い
の

で
、
こ
う
い
う
取
り
組
み
は
と
て

も
お
も
し
ろ
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
後
、
中
央
図
書
館
に
会
場

を
移
し
て
本
の
読
み
聞
か
せ
が
行

わ
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
真
剣
な
ま

な
ざ
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し

た
。

本
、
楽
し
い
ね
！
　
カ
ダ
ー
レ
で
「
全
国
訪
問
お
は
な
し
隊
」

「シート張り工」訓練に励む団員

黄
金
色
の
花
が
輝
く 

鳥
海
高
原
菜
の
花
ま
つ
り

　

鳥
海
新
緑
ま
つ
り
が
６
月
２

日
、
新
緑
に
包
ま
れ
る
鳥
海
健
康

広
場
で
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
約
２

５
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
太
鼓
演

奏
や
愛
好
者
に
よ
る
舞
踊
が
披
露

さ
れ
た
ほ
か
、
歌
謡
バ
ラ
エ
テ
ィ

シ
ョ
ー
も
行
わ
れ
、
来
場
者
を
楽

し
ま
せ
ま
し
た
。

　

中
で
も
注
目
は
、
鳥
海
地
域
特

産
の
百
宅
そ
ば
を
食
べ
る
速
さ
を

競
う
「
百
宅
そ
ば
早
喰
い
大
会
」。

男
性
の
部
で
は
１
㌔
、
女
性
の
部

は
８
０
０
㌘
と
い
う
超
大
盛
り
の

ざ
る
そ
ば
（
４
〜
５
人
前
）
に
挑

戦
し
た
参
加
者
た
ち
は
、
顔
を

真
っ
赤
に
し
な
が
ら
奮
闘
し
て
い

ま
し
た
。

　

女
性
の
部
で
優
勝
し
た
豊
島
恵

子
さ
ん
（
54
歳
・
鳥
海
町
栗
沢
）

は
「
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
。
職

場
へ
の
お
土
産
ば
な
し
が
で
き
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
男

性
の
部
で
は
阿
蘇
翼
さ
ん（
31
歳
・

に
か
ほ
市
）
が
優
勝
。「
早
食
い

は
得
意
」
と
い
う
阿
蘇
さ
ん
は
２

位
以
下
を
30
秒
以
上
も
引
き
離

し
、
他
の
参
加
者
を
圧
倒
し
ま
し

た
。

２
０
１
３
鳥
海
新
緑
ま
つ
り

　
「
ス
ポ
ー
ツ
の
力
で
日
本
を
元

気
に
!
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
５

月
29
日
、「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２

０
１
３
in
由
利
本
荘
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
が
初
参
加
と
な
っ
た
本

市
は
、
参
加
者
４
万
９
１
７
８

人
、
参
加
率
58
・
３
㌫
と
な
り
、

目
標
の
参
加
率
50
㌫
以
上
を
達

成
し
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
す
る
と

と
も
に
、
愛
知
県
碧
南
市
と
の

対
戦
に
も
勝
利
を
収
め
ま
し
た
。

　

対
戦
相
手
の
碧
南
市
は
参
加

人
数
３
万
６
５
５
８
人
（
参
加

率
50
・
５
㌫
）。
こ
ち
ら
も
参
加

率
50
㌫
以
上
で
金
メ
ダ
ル
獲

得
！　

お
互
い
の
健
闘
を
た
た

え
合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
企

業
の
方
々
な
ど
、
多
く
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

市
民
み
ん
な
で
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
碧
南
市
に
勝
利
！

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
２
０
１
３
in
由
利
本
荘

スーパーボックスとなったカダーレ大ホールでの「金メダリストとストレッチ」

ブラウブリッツサッカー教室　　　　　　チャレンジデーウオーク



　

特
許
・
商
標
な
ど
の
個
別
相
談

を
行
い
ま
す
。

日
時　

７
月
17
日
（水）　

13
時
〜
16

　

時
会
場　

市
役
所
・
５
階
会
議
室

内
容　

特
許（
発
明
）、実
用
新
案
、

　

意
匠
、
商
標
な
ど
に
つ
い
て
弁

　

理
士
が
ご
相
談
を
受
け
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
発
明
協
会
事
務
局　

☎

　

・
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
８―

８
２
４

　

―

４
２
８
２　

E-m
ail　

jiii-

　

aki

＠oregano.ocn.ne.jp

　

市
で
は
、
自
力
で
寝
具
類
の
衛

生
管
理
が
困
難
な
方
の
、
布
団
・

毛
布
・
枕
な
ど
を
丸
洗
い
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
す
。

対
象　

寝
た
き
り
、
認
知
症
、
身

　

体
の
不
自
由
な
方
（
重
度
）
な

　

ど
が
い
る
65
歳
以
上
の
方
で
構

　

成
さ
れ
る
、
市
民
税
が
非
課
税

　

の
世
帯

実
施
月　

７
月
、
11
月
、
２
月
の

　

年
３
回

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
28
日
（金）
ま
で
、
長
寿
支
援

　

課　

☎
24―

６
３
２
２
、
ま
た

　

は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

【
受
験
講
習
会
】

日
時　

９
月
27
日
（金）　

９
時
半
〜

　

15
時
半

【
資
格
認
定
試
験
】　

日
時　

11
月
１
日
（金）　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

秋
田
県
Ｊ
Ａ
ビ
ル

受
講
・
受
験
手
数
料　

６
千
円

申
し
込
み
先　

上
下
水
道
課
に
備

　

え
付
け
の
用
紙
で
７
月
１
日
（月）

　

か
ら
７
月
12
日
（金）
ま
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い

※

県
下
水
道
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

　

ま
す（
６
月
下
旬
頃
掲
載
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先　

県
下
水
道
協
会

　

事
務
局　

☎
０
１
８―

８
６
４

　

―

１
４
２
７
、Ｆ
Ａ
Ｘ
０
１
８

　

―

８
６
２―

７
７
０
２
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暮らしのお知らせ

無
料
発
明
相
談
会
（
要
予
約
）

寝
具
類
洗
濯
サ
ー
ビ
ス
を

実
施
し
ま
す

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者

資
格
認
定
試
験
・
講
習
会

日　　時　７月19日（金）　10時～16時
会　　場　カダーレ
対　　象　独身の方、独身の子を持つ
　　　　　親御さん・ご家族など
相談時間　45分以内 ( 予約制 )
相 談 料　無料
申し込み・問い合わせ先
　　　　　７月10日（水）まで。申し込みの際は、氏名、住
　　　　　所、希望時間帯、電話番号をお伝えください
　　　　　あきた結婚支援センター中央センター
　　　　　　☎　018―874―9471
　　　　　ＦＡＸ018―831―0056
　　　　　Ｅ-mail  akitadeai@sukoyaka-akita.com

　鳥海山系での大規模山岳遭難に対応しよ
うと６月７日、市役所で「大規模山岳遭難
発生時における相互協力に関する協定」の
締結式が行われました。
　協定は本市とフォレスタ鳥海（社長 藤
原由美子副市長）、鳥海高原ユースパーク
（同）、あかつき観光サービス（鳥海荘指定
管理者・眞坂廣男代表取締役）、由利本荘
警察署（小川浩司署長）の５者間で締結さ
れ、これにより大規模山岳遭難発生時の救
助活動拠点を宿泊施設に設置するなどの協
力が得られ、円滑かつ迅速な救助活動が実
施されることとなります。
　長谷部市長は「協定に基づき、万が一の
際には万全の体制で臨みます」とあいさつ
しました。小川署長は「１月に発生した遭
難事故では活動拠点の重要性を再認識しま
した。協定締結に尽力いただいた関係者の
皆さまに感謝します」と話していました。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
の

新
た
な
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」
を
、

独
身
男
女
の
ハ
ー
ト
で
開
発
し
て

い
た
だ
く
こ
と
、
開
発
期
間
を
通

し
て
、
男
女
の
出
会
い
と
交
流
を

少
し
お
世
話
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、新
た
な
「
ご
当
地
グ
ル
メ
」

と
「
カ
ッ
プ
ル
」
の
誕
生
を
期
待

す
る
も
の
で
す
。

参
加
資
格　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
期
間

　

中
、
継
続
し
て
参
加
可
能
な
学

　

生
以
外
の
男
女
で
下
記
の
い
ず

　

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
①
20

　

〜
40
歳
の
市
内
在
住
の
独
身
男

　

女
②
20
〜
40
歳
の
市
内
に
勤
務

　

す
る
独
身
女
性

募
集
人
数　

男
性
15
人
、
女
性
15

　

人
参
加
費　

男
性
５
千
円
、
女
性
３

　

千
円
（
初
回
飲
食
代
、
開
発
材

　

料
代
）

実
施
期
間　

７
月
か
ら
10
月
ま
で
、

　

月
２
回
程
度
集
ま
り
ま
す

※
初
回
開
催
は
７
月
16
日
（火）　
18

　

時
半
で
す

応
募
締
切　

７
月
８
日
（月）
（
先
着

　

順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ご
当
地
ハ
ー
ト
グ
ル
メ
開
発
実

　

行
委
員
会
事
務
局
（
地
域
お
こ

　

し
課
内
）　

☎
24―

６
３
７
８

　

E-m
ail  heart@

city.yurihonjo

　

.akita.jp

「
ハ
ー
ト
で
つ
く
ろ
う
！
ご
当
地

グ
ル
メ
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

参
加
者
募
集

結 婚 し た い け ど 仕 事 が 忙 し く て …
あ き た 結 婚 支 援 セ ン タ ー っ て ど ん な と こ ？

独 身 の お 子 さ ん が 心 配 …
み ん な ど う や っ て 結 婚 に 結 び つ い て い る の ？

そ ん な 疑 問 に お 答 え し ま す 。
ど う ぞ お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い 。

左から藤原副市長、長谷部市長、小川署長、眞坂代表取締役

秋田銀行と「災害協力に関する協定」を締結

長谷部市長と湊屋専務

大規模山岳遭難に備える 本市・宿泊施設・由利本荘署が協力

　災害発生時に本市と株式会社秋田銀行
（藤原清悦 頭取）が相互に協力し、市民の
安全・安心を確保しようと６月６日、「災
害協力に関する協定」を締結しました。
　市役所で行われた締結式では長谷部市長
と秋田銀行の湊屋隆夫専務が協定書に調
印。協定の締結により、災害発生時には同
行店舗が一時避難所や緊急支援物資集積場
所として提供されるほか、緊急制度融資の
創設など６項目の協力が得られることとな
ります。
　また、平常時には防災セミナーの開催な
ど、市民の防災意識の啓発に取り組みます。
　長谷部市長は協定式で「本協定の締結に
より、万一災害が発生しても協力いただけ
ることになり、大変心強く思います」とあ
いさつしました。

あきた結婚支援センター
出張結婚相談

あなたの出逢い、応援します！



助
成
対
象　

農
業
の
生
産
拡
大
や

　

６
次
産
業
化
を
目
指
す
農
業
法

　

人
な
ど

助
成
内
容　

求
職
中
の
方
を
年
間

　

雇
用
す
る
経
費
を
対
象
に
１
人

　

あ
た
り
月
額
10
万
円
を
上
限
に

　

最
長
24
カ
月
助
成
し
ま
す

※

詳
し
い
対
象
要
件
に
つ
い
て
は

　

農
業
振
興
課
に
お
問
い
合
わ
せ

　

く
だ
さ
い

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
16
日
（火）
ま
で
、
農
業
振
興

　

課　

☎
24―

６
２
３
４

講
習
期
間　

６
月
〜
３
月
ま
で
通

　

信
制
で
自
宅
学
習
、
実
技
ス
ク

　

ー
リ
ン
グ
、
実
習
（
修
了
す
る

　

ま
で
約
６
カ
月
間
）

開
催
地
区　

県
北
、
中
央
、
県
南

　

地
区

対
象　

県
内
在
住
の
父
子
・
母
子

　

家
庭
の
父
母
、
寡
婦

定
員　

10
人
程
度

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
約

　

１
万
２
千
円
・
試
験
料
別
途
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
31
日
（火）
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
写
真
（
４
㌢×

　

３
㌢
）
が
必
要
で
す

日
時　

７
月
８
日
（月）
、
10
日
（水）
、

　

12
日
（金）　

９
時
〜
17
時

会
場　

県
ひ
と
り
親
家
庭
自
立
支

　

援
セ
ン
タ
ー
（
秋
田
市
）

対
象　

県
内
在
住
の
父
子
・
母
子

　

家
庭
の
父
母
、
寡
婦

定
員　

20
人
（
５
人
以
下
中
止
）

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
約

　

３
千
円
別
途
）　

内
容　

衛
生
関
係
法
規
な
ど
（
全

　

７
科
目
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
24
日
（月）
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
課　

☎
24―

６
３
１
９

※

申
し
込
み
に
写
真
（
４
㌢×

　

３
㌢
）
が
必
要
で
す

日
時　

８
月
28
日
（水）　

13
時
半
〜

会
場　

秋
田
県
正
庁
ほ
か

願
書
配
布　

６
月
24
日
（月）
か
ら

願
書
受
け
付
け　

７
月
３
日
（水）
〜

　

７
月
12
日
（金）　

９
時
〜
17
時　

　
（
土
日
除
く
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

県
由
利
地
域
振
興
局
福
祉
環
境

　

部
（
由
利
本
荘
保
健
所
）　

☎

　

22―

４
１
２
２

 

日
時　

７
月
13
日
（土）　

９
時
半
〜

会
場　

市
商
工
会
本
所

検
定
料　

４
千
円

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
20
日
（木）
ま
で
、
市
商
工
会

　

本
所　

☎
23―

８
６
８
６
、
ま

　

た
は
各
商
工
会
支
所

　

我
が
子
が
緊
急
事
態
と
な
り
救

急
車
を
呼
ん
だ
と
き
、
そ
の
間
に

あ
わ
て
ず
対
処
す
る
救
命
措
置
の

知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
ま
せ
ん

か
。
託
児
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時　

７
月
３
日
（水）　

10
時
〜
11

　

時
40
分

会
場　

市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
（
２
階
）
大
会
議
室

内
容　

心
肺
蘇
生
法
や
誤
飲
の
異

　

物
処
理
の
仕
方
、Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

　

用
方
法
、
家
庭
で
起
こ
っ
た
事

　

故
対
応
例

◎
保
育
士
が
無
料
で
保
育
を
行

　

い
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
方

　

は
事
前
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
25
日
（火）
ま
で
、
子
育
て
支

　

援
セ
ン
タ
ー「
あ
い
あ
い
」　

☎

　

28―

５
５
３
５ 

※

Ｔ
シ
ャ
ツ
、
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
、

　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
い
で
く

　

だ
さ
い

　

市
営
住
宅
入
居
者
を
募
集
し
ま

す
。

公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　
　

１
戸（
伊
勢
堂
）

　
　

〃　　
　
　

１
戸（
松
涛
）

　

鳥
海
地
域　
　

１
戸（
下
野
）

　

東
由
利
地
域　

２
戸（
吉
野
）

　

岩
城
地
域　
　

１
戸（
愛
宕
東
）

※

単
身
入
居
が
可
能
な
住
宅
は
あ

　

り
ま
せ
ん

申
込
期
限　

６
月
25
日
（火）　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

入
居
の
条
件
な
ど
、
詳
し
く
は

　

都
市
計
画
課　

☎
24―

６
３
３

　

４
、
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設

　

課
ま
で

　

県
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し

ま
す
。

公
営
住
宅

　

本
荘
地
域　

１
戸
（
梵
天
）

申
込
期
間　

６
月
17
日
（月）
〜
28
日

　

（金）　
問
い
合
わ
せ
先　

県
由
利
地
域
振

　

興
局
建
築
課　

☎
27―

１
７
７

　

７
、
県
秋
田
地
域
振
興
局
建
築

　

課　

☎
０
１
８―

８
６
０―

３

　

４
５
１

対
象　

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
を
始
め
よ

　

う
と
す
る
地
縁
組
織
お
よ
び
市

　

民
活
動
団
体
な
ど

補
助
額　

新
ビ
ジ
ネ
ス
事
業
開
業

　

経
費
と
し
て
、
全
経
費
の
２
分

　

の
１
以
内
で
上
限
30
万
円

対
象
経
費　

事
業
所
の
改
装
費
、

　

設
備
・
備
品
購
入
費
、
広
告
費

　

な
ど

主
な
要
件　

地
域
課
題
の
解
決
と

　

地
域
活
性
化
が
見
込
ま
れ
る
こ

　

と
、
事
業
に
実
現
性
・
継
続
性

　

が
あ
る
こ
と
、
応
募
プ
ラ
ン
が

　

代
表
者
本
人
の
新
企
画
で
あ
る

　

こ
と

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
12
日
（金）
ま
で
、
県
地
域
活

　

力
創
造
課　

☎
０
１
８―
８
６

　

０―

１
２
４
５

※

詳
細
は
県
公
式
サ
イ
ト
「
美
の

　

国
あ
き
た
ネ
ッ
ト
」
を
ご
覧
く

　

だ
さ
い

　

高
齢
者
が
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
地
域
で
生
活
を
継
続
す
る
た

め
の
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

を
平
成
25
〜
26
年
度
ま
で
に
開
設

希
望
す
る
事
業
者
を
６
月
17
日
（月）

か
ら
募
集
し
ま
す
。
詳
し
く
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
先　

本
荘
由
利
広
域

　

市
町
村
圏
組
合　

介
護
保
険
課  

　

☎
24―

３
３
４
７　

日
時　

７
月
23
日
（火）　

給
油
取
扱

　

所
講
習　

９
時
〜
正
午
、
一
般

　
（
そ
の
他
）
講
習　

13
時
半
〜

　

16
時
半

会
場　

シ
ー
ガ
ル

受
講
料　

４
７
０
０
円
（
秋
田
県

　

証
紙
ま
た
は
振
り
込
み
）

受
付
期
間　

〜
６
月
21
日
（金） 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合

　

会　

☎
０
１
８―

８
６
７―

２

　

２
４
５

※

申
し
込
み
書
は
、
本
荘
・
矢
島

　

消
防
署
お
よ
び
各
分
署
に
も
準

　

備
し
て
い
ま
す

第
一
次
試
験
日　

７
月
28
日
（日）　

受
付
期
間　

７
月
３
日
（水）
ま
で　

　
（
必
着
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

秋
田
県
国
民
健
康
保
健
団
体
連

　

合
会
総
務
課　

☎
０
１
８―
８

　

６
２―

６
８
６
４

暮暮らしらしのおのお知らせ暮らしらしのおのお知らせ ◆情報情報ガイド◆情報情報ガイド◆情報ガイド
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暮らしのお知らせ

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

危
険
物
保
安
講
習
の
ご
案
内

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
中
！

介
護
保
険
「
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
」
を
募
集
し
ま
す

地
域
ビ
ジ
ネ
ス
開
業
を
支
援

し
ま
す

後期高齢者医療の被保険者証（保険証）が新しくなります
　後期高齢者医療の新しい保険証が、７月
下旬に加入者の皆さん全員に送付されます
ので、８月１日以降は新しい保険証をお使
いください。（申請手続きの必要はありま
せん）また、被保険者の所得に応じて自己
負担割合が違いますので（１割または３割）
ご確認ください。

現在「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方へ
　平成24年中の所得で、世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方は、入院時
の食事代と１カ月の医療費自己負担限度額が減額になる「限度額適用・標準負
担額減額認定証」の交付を受けることができます。現在交付を受けている方で、
引き続き世帯員全員が住民税非課税となる世帯の方は「限度額適用・標準負担
額減額認定証」を保険証と一緒に送付しますので、８月１日からは新しい認定
証をご使用ください。
　なお、世帯員全員が住民税非課税の世帯であっても、以前に交付を受けてい
ない方には送付されません。交付を受けたい方は、市民課または各総合支所市
民福祉課で申請してください。

今までお使いの保険証
（有効期限）平成25年7月31日まで
※8月1日以降は使用できません

新しい保険証
（有効期限）平成25年8月1日から平成
26年7月31日まで（1年間）
※7月下旬にご自宅へ送付されます

　平成24年中の所得に応じて確定した平
成25年度の後期高齢者医療保険料をお知
らせする通知を、加入者の皆さんにお送
りします。保険料の徴収方法は特別徴収
（年金からの徴収）と普通徴収（口座また
は納付書による徴収）がありますのでご
確認ください。

後期高齢者医療の　　　
保険料決定通知が

　　　７月中旬に届きます

　後期高齢者医療の保険料は原則として
年金から納めていただくことになってい
ますが、口座振替に変更することもできま
す。詳しくは市民課までご相談ください。

特別徴収（年金からの徴収）と
なっている方は

口座振替に変更できます

問い合わせ先　市民課　☎24－6244

「
農
業
・
６
次
産
業
化
雇
用

支
援
事
業
」
募
集

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修

講
習
会
」
受
講
者
募
集

「
調
理
師
試
験
対
応
講
習
会
」

受
講
者
募
集

県
調
理
師
試
験
を
実
施
し
ま
す

３
級
販
売
士
検
定
申
込
受
付
中  

乳
幼
児
の
救
急
救
命
講
座

主な事業内容
【融資主体補助型経営体育成支援事業】
　適切な「人・農地プラン」に位置付けら
れた中心経営体が融資を受けて農業用機械
や施設の導入などを行う場合の経費を支援
するものです。
対象となる整備内容　農業用機械（平成26
　年春作業向け）、施設の導入など
補助率　融資残額の範囲内で、最大で取得
　価格の10分の３以内、または融資金額
　のいずれか低い額
助成対象者　適切な「人・農地プラン」と
　「経営体育成支援計画」に位置付けられ
　た中心経営体
※助成要件・対象者など、詳しくは農業振
　興課までお問い合わせください
申し込み・問い合わせ先　６月21日（金）
　まで、農業振興課　☎24̶6353、また
　は各総合支所産業課

※事業要綱は国で調整中のため、採択要件
　などが変更となる場合があり、要望があ
　っても必ずしも事業採択とならない場合
　があります

秋
田
県
国
民
健
康
保
険
団
体
連

合
会
職
員
（
大
学
卒
業
程
度
）

採
用
試
験
の
お
知
ら
せ



　

７
月
20
日
（土）
に
開
催
さ
れ
る

「
日
本
海
洋
上
花
火
大
会
」
の
出

店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
場
所　

道
の
駅
「
岩
城
」
島

　

式
漁
港
公
園
管
理
用
道
路

出
店
規
定　

市
内
在
住
の
個
人
・

　

業
者
を
優
先
し
ま
す

出
店
規
模　

間
口
5
・
4
㍍
以
内
、

　

奥
行
き
3
・
6
㍍
以
内

出
店
協
賛
金
（
一
小
間
当
た
り
）

　

５
千
円

受
付
期
間　

６
月
17
日
（月）
〜
28
日

　

（金）　
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
観
光
協
会
岩
城
支
部
（
岩
城

　

総
合
支
所
産
業
課
内
）　

☎
73

　

―

２
０
１
４

日
時　

７
月
13
日
（土）　

９
時
半
〜

　

受
付
、
10
時
半
競
技
開
始

会
場　

友
水
公
園
（
ア
ク
ア
パ
ル

　

下　

子
吉
川
河
川
敷
）

種
目　

①
小
学
１
〜
３
年
生
の
部

　

男
女
②
小
学
４
〜
６
年
生
の
部

　

男
女
③
フ
ァ
ミ
リ
ー
ペ
ア
（
小

　

学
６
年
生
ま
で
と
家
族
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

ア
ク
ア
パ
ル
に
備
え
付
け
の
申

　

し
込
み
用
紙
を
ご
利
用
く
だ

　

い
。
７
月
４
日
（木）
ま
で
、
ア
ク

　

ア
パ
ル　

☎
22―

５
６
１
１

　

県
立
大
学
の
留
学
生
も
参
加
し

ま
す
。
こ
の
機
会
に
国
際
交
流
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

７
月
６
日
（土）　

13
時
半
〜

　
（
小
雨
決
行
）

会
場　

芋
川
桜
づ
つ
み
パ
ー
ク
ゴ

　

ル
フ
場
そ
ば
の
水
田

参
加
対
象　

小
学
生
と
保
護
者

内
容　

水
田
で
の
サ
ッ
カ
ー
、
綱

　

引
き
な
ど
（
地
元
産
の
お
米
や

　

野
菜
な
ど
豪
華
賞
品
を
ご
用
意

　

し
て
い
ま
す
）

※

悪
天
候
の
場
合
は
、
南
内
越
コ

　

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
体
育
館
で
室
内
カ

　

ー
リ
ン
グ
の
『
フ
ロ
ッ
カ
ー
』

　

を
行
い
ま
す

持
ち
物　

着
替
え
、
汚
れ
て
も
い

　

い
ズ
ッ
ク
、
う
が
い
用
の
水

参
加
料　

１
人
３
０
０
円
（
傷
害

　

保
険
料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
１
日
（月）
ま
で
、
南
内
越
公

　

民
館　

☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
22―

０
３

　

１
６
、
冨
樫
さ
ん　

☎
０
９
０

　

―

７
７
９
２―

４
２
４
１　

Ｆ

　

Ａ
Ｘ
22―

５
１
９
８

　

ト
ラ
ブ
ル
解
決
の
ロ
ー
ル
プ
レ

イ
を
通
し
て
「
法
」
に
つ
い
て
楽

し
く
理
解
を
深
め
ま
す
。

日
時　

８
月
２
日
（金）　

10
時
半
〜

　

15
時
40
分

会
場　

秋
田
弁
護
士
会
館
（
秋
田

　

市
）

対
象　

県
内
在
住
の
中
学
生
・
教

　

員
定
員　

中
学
生
24
人
、
教
員
10
人

　
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
料　

無
料
（
昼
食
は
提
供
さ

　

れ
ま
す
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
17
日
（水）
ま
で
、
秋
田
弁
護

　

士
会
事
務
局　

☎
０
１
８―

８

　

６
２―

３
７
７
０

日
時　

７
月
２
日
（火）
〜　

毎
週
火

　

曜
日　

10
時
半
〜
11
時
20
分　

　

全
12
回　

定
員　

20
人

参
加
費　

１
５
０
０
円

◎
各
教
室
と
も
参
加
費
を
教
室
初

　

日
に
い
た
だ
き
ま
す
。た
だ
し
、プ

　

ー
ル
使
用
料
は
毎
回
必
要
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

遊
泳
館　

☎
24―

０
１
３
４

日
時　

７
月
15
日
（月）　

８
時
〜
８

　

時
20
分
受
け
付
け
（
東
由
利
総

　

合
支
所
前
）

コ
ー
ス　

東
由
利
総
合
支
所
〜
雄

　

物
川
二
井
山
「
拓
魂
碑
」（
約

　

12
㌔
）

参
加
料　

千
円
（
昼
食
、
保
険
料

　

含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
８
日
（月）
ま
で
、
東
由
利
教

　

育
学
習
課　

☎
69―

２
３
１

　

０
、Ｆ
Ａ
Ｘ
69―
２
０
３
９

日
時　

７
月
13
日
（土）　

８
時
半
〜

　

受
け
付
け
開
始

会
場　

宮
内
左
岸
河
川
敷
〜
飛
鳥

　

大
橋
左
岸
上
流
広
場

参
加
料　

千
円
（
保
険
料
含
む
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
28
日
（金）
ま
で
、
大
会
実
行

　

委
員
会
事
務
局
（
長
田
建
設
㈱

　

内
）
早
川
さ
ん　

☎
22―

０
７

　

２
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
23―

３
３
４
６

日
時　

６
月
19
日
（水）　

10
時
〜

会
場　

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
に
在
住
す
る
60
歳
以

　

上
の
方

持
ち
物　

秋
田
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ

　

銀
行
、
秋
田
し
ん
せ
い
農
協
の

　

い
ず
れ
か
の
通
帳

問
い
合
わ
せ
先　

シ
ル
バ
ー
人
材

　

セ
ン
タ
ー　

☎
24―

５
１
１
１

　

市
商
工
会
女
性
部
で
は
、
第
28

回
菖
蒲
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ら
び
に
第

30
回
本
荘
追
分
全
国
大
会
に
向
け

て
、
一
般
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
踊

り
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

曲
目　

商
工
会
女
性
部
本
荘
追
分

　

踊
り
、
菖
蒲
音
頭
、
新
本
荘
追

　

分
日
時　

７
月
５
日
（金）
・
９
日
（火）
・

　

16
日
（火）
・
８
月
６
日
（火）
・
９
日

　

（金）　

い
ず
れ
も
19
時
〜
20
時
半

会
場　

商
工
会
館
１
階
講
習
会
室

受
講
料　

無
料
（
先
着
50
人
）

講
師　

藤
蔭
小
枝
先
生
、
藤
蔭
流

　

藤
袖
会

持
ち
物　

日
本
手
ぬ
ぐ
い
、
踊
り

　

用
草
履
も
し
く
は
、
か
か
と
の

　

低
い
履
き
物
、
飲
み
物

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
商
工
会
本
所　

☎
23―

８
６

　

８
６

　

７
月
27
日
（土）
に
開
催
さ
れ
る

「
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会
」
桟

敷
席
の
販
売
を
開
始
し
ま
す
。
毎

年
恒
例
の
マ
ス
席
の
ほ
か
、
今
回

か
ら
「
イ
ス
席
」「
ボ
ッ
ク
ス
席
」

を
設
置
し
ま
す
。
席
に
は
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

 

マ
ス
席
（
３
〜
４
人
分
）

※

座
席
指
定
が
可
能
で
す

席
料　

１
マ
ス
（
１
坪
）
５
千
円

席
数　

44
マ
ス

 

イ
ス
席
（
１
人
分
）

※

座
席
指
定
で
き
ま
せ
ん

席
料　

１
席　

千
円

席
数　

１
０
４
席

 

ボ
ッ
ク
ス
席
（
イ
ス
席
３
人
分
・

 

長
テ
ー
ブ
ル
）

※

座
席
指
定
で
き
ま
せ
ん

席
料　

１
席　

４
千
円

座
席　

54
席

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

７
月
24
日
（水）
ま
で
、
市
観
光
協

　

会
本
荘
支
部
事
務
局
（
観
光
文

　

化
振
興
課
内
）　

☎
24―

６
３

　

７
６

　

８
月
３
日
（土）
に
開
催
さ
れ
る

「
鳥
海
高
原
由
利
原
ま
つ
り
２
０

１
３
」の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

出
店
場
所　

青
少
年
旅
行
村
「
ち

　

び
っ
こ
広
場
」
ほ
か

対
象　

市
内
在
住
の
団
体
ま
た
は

　

個
人

出
店
規
模　

１
区
画
（
３
間×

　

２
間
）
を
16
区
画
程
度

※

応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
市
観

　

光
協
会
由
利
支
部
会
員
を
優
先

　

と
し
、
会
員
以
外
の
方
は
抽
選

　

と
し
ま
す

出
店
協
力
金　

市
観
光
協
会
由
利

　

支
部
会
員　

５
千
円

　

由
利
支
部
会
員
以
外
で
市
に
在

　

住
す
る
方　

１
万
５
千
円

※

酒
類
販
売
さ
れ
る
方
は
５
千
円

　

追
加
と
な
り
ま
す

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

６
月
28
日
（金）
ま
で
、
市
観
光
協

　

会
由
利
支
部
（
由
利
総
合
支
所

　

産
業
課
内
）　

☎
53―

２
１
１

　

４
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暮らしのお知らせ

「
シ
ル
バ
ー
会
員
」登
録
説
明
会

「
本
荘
追
分
踊
り
講
習
会
」

参
加
者
募
集

「
日
本
海
洋
上
花
火
大
会
」

出
店
者
募
集

第
18
回
子
吉
川
フ
ェ
ア　

水
辺
健
康
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者
募
集

「
本
荘
川
ま
つ
り
花
火
大
会
」

桟
敷
席
販
売

「
鳥
海
高
原
由
利
原
ま
つ
り
」

出
店
者
募
集

と
う
し
ゅ
う
か
い

物 品 売 り 払 い の お 知 ら せ
一般競争入札により、下記の物品を売り払います。

入札日時　6月28日（金）　10時～　　　　入札場所　市役所付属会館２階１号室
問い合わせ先　管財課　☎24－6262 

物　品　名 そ の 他公開・入札関係書類交付期間
最低
売却価格

公開連絡先
（あらかじめ
ご連絡ください）

年　　　式
車検満了日

小型動力ポンプ積載車

除 雪 ロ ー タ リ

鋼 材 な ど 一 式

鋼 材 な ど 一 式

　50,000 円

400,000 円

　65,000 円

163,000 円

装備の撤去など
条件あり

電気設備工事
発生材

水処理設備工事
発生材

平成８年式
平成26年２月26日

消防本部総務課
☎22－4282

岩城総合支所
建設課

☎73－2015

昭和62年式
平成25年12月15日

6月19日（水）～24日（月）
9時～17時
※土曜・日曜は除く
入札関係書類交付場所：
管財課（市役所増設棟２階）
※期間内に書類の交付を
　受けていない方は、入
　札に参加できません

夏
休
み
ジ
ュ
ニ
ア
ロ
ー
ス
ク
ー
ル

７
月
か
ら
の
「
遊
泳
館
」
水
泳

教
室
【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
教
室
】

「
第
12
回
横
荘
線
メ
モ
リ
ー

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」
参
加
者
募
集

「
第
24
回
子
吉
川
い
か
だ
下
り

大
会
」
参
加
者
募
集

　農業者以外の人が野菜・花などを栽培し、自然
にふれあう機会が得られることを目的とした体験
農園です。
場所　由利本荘市松本字蛇喰 17―2
使用料　年間2千円/1区画30平方㍍（全128区画）
申し込み・問い合わせ先
　大内総合支所産業課
　☎65―2216

大内体験農園　　大内体験農園　　
　　利用者募集！　　利用者募集！
大内体験農園　　
　　利用者募集！

○「情報ガイド」掲載の記事は、主催団体などを所管する市役所担当課の承認を得たものです。掲載希望の際は、担当各課へご相談ください。

南
内
越
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
ス
ク
ー
ル

『
ワ
ー
泥
カ
ッ
プ
』
参
加
者
募
集



　

車
内
天
井
を
本
市
と
に
か
ほ
市

の
幼
稚
園
・
保
育
園
の
児
童
が
願

い
を
込
め
た
短
冊
な
ど
で
飾
り
ま

す
。
期
間
中
に
乗
車
し
た
子
ど
も

全
員
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
る
ほ

か
、
土
日
限
定
で
矢
島
駅
で
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

運
行
日
時　

６
月
29
日
㈯
〜
７
月

　

７
日
㈰　

矢
島
発　

９
時
49
分

　

↓
羽
後
本
荘
着　

10
時
29
分　

　

羽
後
本
荘
発　

10
時
47
分
↓　

　

矢
島
着　

11
時
26
分

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
高
原
鉄
道

　

☎
56―

２
７
３
６

日
時　

７
月
４
日
㈭　

10
時
〜
11

　

時
半 

会
場　

本
荘
中
央
児
童
館 

対
象　

就
園
前
の
児
童
と
保
護
者 

内 

容　

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
お

　

や
こ
で
リ
ズ
ム
、
夏
に
む
け
て

　

バ
ケ
ツ
を
つ
く
ろ
う 

参
加
料　

無
料 

問
い
合
わ
せ
先 　

本
荘
中
央
児

　

童
館　

☎
22―

３
４
８
９

　

マ
ン
ド
リ
ン
と
ピ
ア
ノ
に
よ
る

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま

す
。
由
利
地
域
の
コ
ー
ラ
ス
グ

ル
ー
プ
「
す
こ
や
か
コ
ー
ラ
ス
」

と
の
共
演
も
あ
り
ま
す
。

日
時　

７
月
６
日
㈯　

10
時
〜
11

　

時
半

会
場　

善
隣
館

入
場
料　

無
料

演
奏
者　

マ
ン
ド
リ
ン
・
荻
田
ヒ

　

サ
子
さ
ん
、
ピ
ア
ノ
・
木
下
裕

　

美
さ
ん

曲
目　
「
待
ち
ぼ
う
け
」、「
夜
明

　

け
の
ス
キ
ャ
ッ
ト
」、「
エ
デ

　

ィ
ッ
ト
・
ピ
ア
フ
を
讃
え
て
」

　

ほ
か

問
い
合
わ
せ
先　

由
利
教
育
学
習

　

課　

☎
53―

２
２
４
５

日
時　

７
月
６
日
㈯　

10
時
〜
正

　

午
会
場　

鶴
舞
会
館　

運
動
室

内
容　

た
な
ば
た
ま
つ
り

対
象　

親
と
子
、
祖
父
母
と
孫
な

　

ど
の
ほ
か
、
ど
な
た
で
も

参
加
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

７
月
３
日
㈬
ま

　

で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
荘

　

支
所　

☎
24―

３
６
３
４

日
時　

７
月
13
日
㈯
〜
16
日
㈫　

　

10
時
〜
16
時
半
（
最
終
日
15
時

　

ま
で
）

会
場　

県
立
大
学
本
荘
キ
ャ
ン
パ

　

ス
内
・
学
部
棟
Ⅰ

問
い
合
わ
せ
先　

県
立
大
学
建
築

　

環
境
シ
ス
テ
ム
学
科　

崎
山
准

　

教
授　

☎
27―

２
０
６
４

日
時　

７
月
７
日
㈰　

15
時
〜

会
場　

西
目
漁
港

内
容　

西
目
よ
さ
こ
い
、Ｋ
Ｉ
Ｄ 

　

Ｓ
ダ
ン
ス
、○×

ク
イ
ズ
、
七

　

夕
イ
ベ
ン
ト
「
星
に
願
い
を
」、

　

さ
か
な
つ
か
み
取
り
、抽
選
会
、

　

豊
漁
祈
念
花
火
な
ど

◎
当
日
行
う
稚
魚
放
流
体
験
に
参

　

加
す
る
小
学
生
以
下
の
親
子
ペ

　

ア
を
先
着
50
組
募
集
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

西
目
漁
港
ま
つ

　

り
実
行
委
員
会
（
西
目
総
合
支

　

所
産
業
課
内
）☎
33―

４
６
１

　

４

日
時　

７
月
７
日
㈰　

８
時
〜

会
場　

秋
田
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
ゴ
ル

　

フ
倶
楽
部

参
加
費　

３
千
円
（
プ
レ
ー
代
別

　

途
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先 

　

６
月
28
日
㈮
ま
で
、
パ
ル
フ
ェ

　

伊
藤
さ
ん　

☎
28―

１
１
４

　

４
、

　

ス
ポ
ー
ツ
課　

☎
32―

１
３
３

　

４

　

矢
島
口
５
合
目
（
祓
川
）
か
ら

夏
の
鳥
海
山
を
満
喫
し
な
が
ら
頂

上
を
目
指
し
ま
す
。

日
時　

８
月
４
日
㈰　

７
時
半
〜

集
合　
【
バ
ス
利
用
の
場
合
】
６

　

時　

矢
島
日
新
館
前
【
現
地  

　

集
合
の
場
合
】
７
時　

祓
川
駐

　

車
場

参
加
料　

３
千
円（
傷
害
保
険
料
、

　

参
加
賞
な
ど
・
事
前
振
り
込
み
）

定
員　

50
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６

　

月
17
日
㈪
〜
７
月
12
日
㈮
ま

　

で
、市
観
光
協
会
矢
島
支
部（
矢

　

島
総
合
支
所
産
業
課
内
）　　

　

☎
55―

４
９
５
３　

Ｆ
Ａ
Ｘ
55

　

―

２
１
５
７

　
日
時　

６
月
21
日
㈮　

10
時
半
〜

　

正
午

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

調
理
創
作
室

参
加
費　

１
２
０
０
円
（
材
料
費

　

込
み
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

６

　

月
20
日
㈭
ま
で
、
香
り
と
色
の

　

香
漂
ク
ラ
フ
ト
・
莉
乃　

☎
０

　

８
０―

５
２
２
０―

９
４
０
３

日
時　

６
月
23
日
㈰　

13
時
半
〜

　

16
時
半

会
場　

カ
ダ
ー
レ　

研
修
室

資
料
代　

３
０
０
円

内
容　

撮
影
技
術
・
パ
ソ
コ
ン
プ

　

リ
ン
ト
仕
上
げ
な
ど

講
師　

全
日
本
写
真
連
盟
関
東
本

　

部
委
員　

三
浦　

進
氏

問
い
合
わ
せ
先　

全
日
本
写
真
連

　

盟
ゆ
り
支
部　

三
浦
さ
ん　

☎

　

０
９
０―

４
５
５
４―

０
８
３

　

９

日
時　

７
月
３
日
㈬　

13
時
〜
15

　

時
半　
（
正
午
開
場
）

会
場　

秋
田
市
文
化
会
館

内
容　

県
警
察
音
楽
隊
コ
ン
サ
ー

　

ト
、
暴
力
追
放
活
動
功
労
者
表

　

彰
、
特
別
講
演
な
ど

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

暴
力
団
壊
滅
秋

　

田
県
民
会
議　

☎
０
１
８―

８

　

２
４―

８
９
８
９
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暮らしのお知らせ

「
第
８
回
西
目
漁
港
ま
つ
り
」

子
育
て
サ
ロ
ン

　
「
な
か
ま
っ
子
」
参
加
者
募
集

「
第
54
回　

全
国
大
学
・
高
専

卒
業
設
計
展
示
会
」「
第
33
回

  

東
北
建
設
賞　

受
賞
作
品
展

示
会
」
開
催

ハ
ー
ブ
の
お
菓
子
作
り
体
験

本
荘
中
央
児
童
館
主
催 

　
　
「
み
ん
な
で
あ
そ
ぼ
！ 

」

七
夕
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　
　

〜
星
に
願
い
を
〜

由
利
高
原
鉄
道
で
七
夕
列
車
を

運
行
し
ま
す

「
第
55
回
由
利
本
荘
市
民
オ
ー
プ

ン
ゴ
ル
フ
大
会
」
参
加
者
募
集

「
写
真
講
座
」
開
催
し
ま
す

「
第
23
回
暴
力
団
壊
滅
秋
田
県

民
大
会
」

『
２
０
１
３
鳥
海
山
矢
島
口
遊

登
山
』
参
加
者
募
集

　本荘由利産の比内地鶏（とり）、秋田由利牛（べこ）、
鳥海ポーク（ぶた）の三大肉をメインに「とり・べこ・ぶた」
がワンディッシュで楽しめるメニューを期間限定で提供
します。
提供店　本荘グランドホテル、ホテルアイリス、レスト
　　　　ラン花てまり（カダーレ内）、レストランすぎ
　　　　の木（安楽温泉内）、黄桜温泉　湯楽里
問い合わせ先　由利地域食農観推進グループ事務局
　　　　　　　（観光文化振興課内）　☎24̶６３４９

　農業者年金を受給されている方々に、農業者年
金基金から現況届が送られています。この提出期
限は６月末となっており、これを過ぎたり、提出
が無いときには年金の支給が停まることもありま
すのでご注意ください。
提出・問い合わせ先　
　　　農業委員会事務局　☎24─６２５９、
　　　または各地区庶務班（各総合支所産業課内）

農業者年金現況届の提出はお早めに

　自治会が自主財源を確保し、独自の福祉や青
少年育成に取り組んでいる鹿児島県鹿屋市串吉
町の柳谷地区、通称「やねだん」。
　集落活動に対する住民の高い参加意識で行政
に頼らない「むら」づくりによる集落を再生す
ることに成功した「やねだん」から地域を担う「や
る気」と、率先して汗を流す「行動力」など、
まちづくりに対しての意識を学びます。多くの
市民のご参加をお待ちしています。
日時　７月６日（土）　15時～17時半
会場　シーガル
演題　「家族の構築について」
講師　柳谷町内会長　豊重　哲郎氏
問い合わせ先　総務課　☎24̶６２１６

　自治会が自主財源を確保し、独自の福祉や青
少年育成に取り組んでいる鹿児島県鹿屋市串吉

まちづくり講演会
「やねだん町内会長・豊重哲郎さん講演会」
まちづくり講演会
「やねだん町内会長・豊重哲郎さん講演会」

6月 30日（日）まで開催中

かのや

やなぎだに



InformationInformationInformation
オススメ新着本オススメ新着本

陽
炎
の
門 

葉
室　

麟  

ぼ
く
が
い
ま
、
死
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

椎
名　

誠  

ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー
ガ
ー
ル 

里
見　

蘭  

天
堂
狂
想
歌 

莫
言  

た
の
し
い
お
灸 

横
山　

美
樹  

ご
は
ん
ぐ
る
り 

西　

加
奈
子  

朗
ら
か
に
！
今
す
ぐ
始
め
る
サ
ヨ
ナ
ラ
の
準
備 

中
村　

仁
一 

ハ
ッ
ピ
ー
マ
マ
道 

う
え
だ　

ひ
ろ
え  

お
い
し
い
ご
当
地
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト 

森
井　

ユ
カ 

中
国
絶
望
工
場
の
若
者
た
ち 

福
島　

香
織  

夢
幻
花

東
野　

圭
吾  

切
り
裂
き
ジ
ャ
ッ
ク
の
告
白 

中
山　

七
理  

よ
だ
か
の
片
思
い 

島
本　

理
生  

毒
の
科
学 

船
山　

信
次  

三
丁
目
の
落
語 

「
三
丁
目
の
落
語
」
編
集
委
員
会 

本
に
訊
け
！ 

大
岡　

玲  

「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」
を
英
語
で
言
え
ま
す
か
？ 

 

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
セ
イ
ン  

刺
客
ど
く
ろ
中
納
言 

岡
田　

秀
文  

ト
オ
チ
カ 

崎
谷　

は
る
ひ  

テ
レ
ビ
も
ス
マ
ホ
も

パ
ソ
コ
ン
も
ら
く
ら
く
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
生
活 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版

明
日
に
な
っ
た
ら 

あ
さ
の
あ
つ
こ

い
ま
地
球
に
は
不
気
味
な
変
化
が
起
き
て
い
る
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中央図書館　
　　☎22-4900
岩城図書館　
　　☎73-3673
由利図書館　
　　☎53-2121
出羽伝承館　
　　☎62-0505

ここで紹介する以
外にもたくさんの
本が入っています。

市図書館ＨＰもご
覧ください。蔵書
検索もできます。

一
般
書

児
童
書

Ｕ―

20（
10
代
向
け
の
本
）
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明日になったら この羽だれの羽 ?この羽だれの羽 ?

　市内の山間部の道路沿いや空き地などに、空き缶や古雑誌
の他にも、テレビや洗濯機などの大型家電や家具などが捨て
られています。
　市では毎年多額の費用をか
け、不法投棄の回収や監視パ
トロール、啓発看板の設置を
行うほか、警察と連携し排出
者の特定を行っていますが一
向に改善されていない状況で
す。
　不法投棄は、法律で５年以下の懲役もしくは1,000万円以
下の罰金と定められている重大な犯罪です。（法人の場合は、
１億円以下の罰金）。
　「処分費用がもったいない」「処理施設に運ぶのが面倒」な
ど自分勝手な理由で不法投棄が行われています。ごみの不法
投棄は絶対にやめましょう。 

※テレビ、エアコン、洗濯機、冷蔵庫・冷凍庫の家電リサイ
クル4品目は家電リサイクル法に基づきリサイクル料金を
払って適正な処理をしてください
※ パソコンはメーカーに回収を依頼してください 

　また、土地・建物の所有者や管理者はその場所を清潔に保
つよう努め、廃棄物が捨てられた時は、その廃棄物を自らの
責任で処理しなければなりません。
　不法投棄をさせないためにも、みだりに人が立ち入れない
ように囲いを設けるなど、日ごろから、土地の管理には十分
な注意を心がけてください。 

問い合わせ先　　生活環境課　　☎24－６２５３

6月は環境月間です…6月は環境月間です…6月は環境月間です…

不法投棄は重大な犯罪です。不法投棄は重大な犯罪です。
絶対にやめましょう。絶対にやめましょう。
不法投棄は重大な犯罪です。
絶対にやめましょう。

　6月24日（月）～30日（日）までの期
間、図書館システム更新のため、市
内の図書館・図書室は貸出を停止させ
ていただきます。
　期間中は、休館または一部サービ
スのみの提供となります。詳しくは本
紙6月1日号の「図書館 information」
をご覧ください。

の回収を始めますの回収を始めます「廃食用油」「廃食用油」 の回収を始めます「廃食用油」
　本市では、平成23年3月にバイオマスタウン構想
を策定し、その利活用に取り組んでいます。
　その中で家庭から排出される「廃食用油」は、一
部は、BDF（バイオディーゼル燃料）として生まれ変
わり再利用されていますが、そのほとんどが「ごみ」
として焼却処分されており、まだまだ不十分な状況
です。
　７月１日から市内の公共・公益施設で、家庭系「廃
食用油」の回収を開始します。
　市民の皆さまのご理解とご協力をお願いします。

※バイオマスとは、動植物から生まれた再生可
　能な有機性資源のことです。
　例）生ごみ、廃食用油、家畜排せつ物、稲わ
　　　ら･もみ殻、間伐材、菜種、大豆など

【開 始 日】７月１日（月）～
【時 間 帯】８時半～17時15分
　　　　　（土･日･祝日を除く） 
【排出場所】市役所玄関前、各総合支所
　※指定の場所に回収ボックス（緑色）を備え
　付けています
【排出方法】空のペットボトルなどの容器に入
　れた廃食用油を、そのまま備え付けのボック
　スに入れてください
【回収対象】：家庭から出る植物性の使用済み食
　用油のみ (ラードなど動物性油、灯油・エン
　ジンオイルなど鉱物油、パーム油を除く ) 
　※店舗など事業活動から出る廃食用油も回収
　　できません
　※矢島廃食油エコ協議会、西目廃食油回収実
　　行委員会でも、これまでどおり取り組みを
　　実施しています

問い合わせ先
　生活環境課エコ対策推進室
　　　　　　　　　　☎２４－６２６９
　　または各総合支所　市民福祉課

シャトルバスも運行
ご相談ください ...
シャトルバスも運行
ご相談ください ...

オススメ新着本

〈一般書〉 〈児童書〉

葉室　麟　著
講談社／1,680円
誰もが一度はあやま
ちを犯す。人はそこ
からどう生きるのか。
峻烈な筆で描き出す、
渾身の時代長編。

あさの　あつこ　著
光文社／1,000円

おおたぐろ　まき　著
偕成社／1,680円

受験、恋愛そして友達。
岐路に立つ中学三年
生の葛藤。新たな人
生を歩き始める少年
少女の勇気を描く。

いろいろな鳥の羽を
実物大で紹介する絵
本図鑑。身近に落ち
ている羽の持ち主が
分かります。

日日 なになになになになになになになになにな たたたたたたたたたったららららららららららら この羽だれの羽 ?陽炎の門陽炎の門陽炎の門 明日になったら

〈U－20〉



お誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとうお誕生おめでとう 〈5月16日～31日受け付け分〉 どうぞ やすらかにどうぞ やすらかにどうぞ やすらかに 〈5月16日～31日受け付け分〉「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民課（総合支所市民福祉課、出張所）窓口にお申し出ください。
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鈴木　靖夫さん

齊藤　ミヤさん

髙橋　ナカさん

木内多喜男さん

加藤マサヱさん

工藤　清司さん

熊田金一郎さん

中村　清一さん

（東梵天・81歳）

（滝ノ沢・83歳）

（石脇・97歳）

（東梵天・53歳）

（日役町・87歳）

（御門・82歳）

（薬師堂・89歳）

（石脇・84歳）

木内　忠一さん

土田　金雄さん

菊地フヂヱさん

菊地　トシさん

佐々木良治さん

佐々木絹子さん

嶽石　富子さん

加川昭一郎さん

（東鮎川・76歳）

（前郷・67歳）

（中田代・87歳）

（中田代・89歳）

（高尾・74歳）

（羽広・67歳）

（東由利舘合・88歳）

（西目町沼田・84歳）

佐々木勇之助さん

梁　　サキさん

村上　昭七さん

齊藤　トモヱさん

池田　堅一さん

佐藤　ノブ子さん

佐藤　セツさん

（西目町海士剝・85歳）

（鳥海町上川内・89歳）

（鳥海町猿倉・80歳）

（鳥海町百宅・96歳）

（鳥海町百宅・65歳）

（鳥海町上川内・86歳）

（鳥海町下川内・89歳）

鈴木　義雄さん

伊藤　末二さん

齋藤　時夫さん

成田　純治さん

鎌田トミヱさん

佐々木ミホさん

髙橋マサコさん

佐藤　子平さん

（西小人町・59歳）

（日役町・89歳）

（石脇・74歳）

（石脇・79歳）

（石脇・86歳）

（親川・87歳）

（矢島町城内・82歳）

（矢島町荒沢・93歳）

木村カヅ子さん

佐々木久雄さん

金森サツキさん

佐々木和敏さん

佐々木夘之吉さん

工藤　和子さん

佐々木勘一郎さん

木内　昭三さん

（岩城上黒川・70歳）

（岩城勝手・75歳）

（岩城上黒川・89歳）

（岩城下蛇田・50歳）

（岩城亀田大町・91歳）

（岩城勝手・69歳）

（曲沢・84歳）

（平石・85歳）

三浦　ヒサさん

佐藤　福造さん

大場　勝子さん

（川口・84歳）

（一番堰・81歳）

（赤沼下・95歳）

）

土屋千美子さん

櫻井　一秀さん

工藤　征一さん

（石脇・71歳）

（石脇・61歳）

（大浦・75歳）

小松　心桜ちゃん（ 司 さん）下大野

佐々木絢人ちゃん（ 伸 さん）内越

猪股　咲菜ちゃん（清貴さん）下大野

今野　慶翔ちゃん（和也さん）二十六木

三浦　輝月ちゃん（孝太朗さん）大浦

佐藤　翔太ちゃん（昭彦さん）石脇

齊藤　心絆ちゃん（ 学 さん）薬師堂

大谷　奏斗ちゃん（雅也さん）小人町

須賀　珠花ちゃん（安徳さん）砂子下

三浦　雄介ちゃん（ 健 さん）石脇

菊地　威吹ちゃん（辰樹さん）大鍬町

み　お

あやと

さ　な

けいと

きづき

しょうた

ここな

かなと

じゅんか

ゆうすけ

いぶき

相澤　龍希ちゃん（康治さん）石脇

木村　咲心ちゃん（孝行さん）石脇

眞坂　彩智ちゃん（猛司さん）矢島町七日町

土田　乃愛ちゃん（竜太郎さん）矢島町七日町

藤沢　理央ちゃん（武秀さん）岩城内道川

伊藤　　彪ちゃん（春樹さん）　　岡

佐藤　新菜ちゃん（成人さん）中俣

佐々木愛華ちゃん（ 勝 さん）西目町沼田

三浦　魁斗ちゃん（祐司さん）西目町沼田

齊藤　海羽ちゃん（信悟さん）西目町沼田

佐藤　花音ちゃん（ 信 さん）鳥海町上笹子

りゅうま

さ　な

あやさ

の　あ

り　お

　　ひゅう

にいな

あいか

かいと

み　う

かのん

〈校長〉安杖 憲一  〈顧問〉小野 忠二

すでに
100名ほど高卒資格GET
すでに
100名ほど高卒資格GET

問い合わせ先
　健康管理課
　（本荘保健センター内☎22－1834）
または各総合支所市民福祉課へ

　心も体も健やかに
家族みんなのなの

健康ノート

献　血　　ご協力ください　―６月献血日程（追加分）―

30日㈰

日    受付時間　　　　　　　　実　施　場　所　　　　　　   備　考

全血献血
10:00～12:45

14:30～15:45

♦♦♦♦人の動き♦♦♦♦

5月末日現在・住民基本台帳

83,707人

39,922人

43,785人

30,493世帯

（－39）

（－30）

（－9）

（43）
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阿部一雄さん（元由利本荘市議会議員・岩城
上蛇田）５月18日永眠されました。昭和47年
から岩城町議会議員、うち15年間は議長を
務め、合併後の平成17年まで33年余りにわ
たり議員として市政の発展に尽力されまし
た。由利郡議長会会長、秋田県町村議長会会
長等を歴任されたほか、由利本荘市の合併協
議に携わるなど地方自治の向上と地域の発
展に貢献されました。平成25年旭日双光章。
75歳。

（　）は前月比

大内総合支所前
（消防訓練大会代表選考会会場） 

ぽぽろっこ   

※詳しくは、大内総合支所市民福祉課（☎６５－２８１０）へお問い合わせください。

◆成人の「風しん」
　【助成額】全額助成
　【対　象】20 歳～49 歳　男女

◆乳児の「ロタウイルスワクチン」
　【助成額】３分の１助成
　【対　象】
　・ロタリックス（2回分）
　　　　　　　　　   ６週～24 週
　・ロタテック（3回分）
　　　　　　　　　   ６週～32 週

※平成25年４月１日以降に接種
　を済ませた方に
　対しても、７月
　16日（火）から
　還付申請を受け
　付けします

　問い合わせ先
　健康管理課　☎22－１８３４

　高齢者の健康づくりのための教室
を７月から毎月１回（全５回コース）
開催します。～いつまでも若々しく元
気で過ごしていけるよう参加してみ
ませんか～

と　き：７月～11月
　　　　午前９時30分～11時30分
　※詳細は後日、参加者に通知します
対　象：70歳以上(昭和19年３月31
　　　　日以前の生まれの方)
定　員：40人 ( 先着順 )
ところ：本荘保健センター
内　容：運動、栄養、口腔衛生につい
　　　　ての学習、作品づくりなど
参加費：無料
　（作品づくりの材料費を集金させて
　いただく場合があります）
申込期間：６月17日(月)～21日(金)
問い合わせ先
　本荘保健センター　☎22－1834

と　　き：６月 29日 ( 土 )
受け付け：午前９時～９時 30分
  （終了時間　11時 30分頃予定）
と こ ろ：本荘保健センター
対　　象：妊婦および家族の方
内　　容：講義と実習 
　　　  「沐浴のさせ方について」
講　　師：由利組合総合病院　
　　　　　助産師
持 ち 物：母子手帳、筆記用具

申し込み・問い合わせ先
　６月 28日（金）まで、
　健康管理課　☎22－１８３４

高齢者健康づくり教室 ７月から７月から

マタニティ教室のお知らせマタニティ教室のお知らせ
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